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１　はじめに

　
平成 (へいせい)２８年 (ねん)４月 (がつ)に　作成 (さくせい)し　平成 (へいせい)２９年 (ねん)１２月 (がつ)に　一部 (いちぶ)　見直 (みなお)しをした
大阪府 (おおさかふ)　福祉 (ふくし)の　まちづくり　条例 (じょうれい)　ガイドライン (がいどらいん)（以下 (いか)「ガイドライン (がいどらいん)」と
略 (りゃく)します。）では　バリアフリー (ばりあふりー)法 (ほう)と　大阪府 (おおさかふ)　福祉 (ふくし)の　まちづくり　条例 (じょうれい)が定 (さだ)めた　基準 (きじゅん)や　望 (のぞ)ましい　配慮 (はいりょ)に　ついて　説明 (せつめい)しています。


大阪府 (おおさかふ)　福祉 (ふくし)の　まちづくり　条例 (じょうれい)　ガイドライン (がいどらいん)<やさしい日本語 (にほんご)版 (ばん)>は　
ガイドライン (がいどらいん)の　序章 (じょしょう)を　わかりやすくしたものですので　一部 (いちぶ)　表現 (ひょうげん)を　
変 (か)えていたり　省略 (しょうりゃく)している　部分 (ぶぶん)がありますので　ご注意 (ちゅうい)ください。
詳 (くわ)しくは　ガイドライン (がいどらいん)を　ご覧 (らん)ください。


本書 (ほんしょ)が　ご家族 (かぞく)や　職場 (しょくば)の人 (ひと)　お友達 (ともだち)などと　福祉 (ふくし)の　まちづくりについて
話 (はな)し合 (あ)える　きっかけと　なれば　幸 (さいわ)いです。


なお　ガイドライン (がいどらいん)とは　一般的 (いっぱんてき)に　日本語 (にほんご)では　「指針 (ししん)」「指標 (しひょう)」と　
言 (い)われています。


	２　福祉 (ふくし)のまちづくりとは



　福祉 (ふくし)のまちづくりとは　すべての人 (ひと)が　安心 (あんしん)して　自由 (じゆう)に　出 (で)かけられる
まちづくりのことです。


　大阪府 (おおさかふ)では　すべての人 (ひと)が　自由 (じゆう)に移動 (いどう)でき　自分 (じぶん)らしく　社会 (しゃかい)に
参加 (さんか)することができる　「福祉 (ふくし)のまちづくり」を　進 (すす)めるため
平成 (へいせい)５年 (ねん)４月 (がつ)に　「大阪府 (おおさかふ)　福祉 (ふくし)のまちづくり　条例 (じょうれい)（以下 (いか)「福祉 (ふくし)のまちづくり
条例 (じょうれい)」と　略 (りゃく)します。）」を　作 (つく)りました。


　現在 (げんざい)　国 (くに)が定 (さだ)めた　「高齢者 (こうれいしゃ)、障害者 (しょうがいしゃ)等 (とう)の　移動 (いどう)等 (とう)の　円滑化 (えんかつか)の　促進 (そくしん)に
関 (かん)する法律 (ほうりつ)（以下 (いか)「バリアフリー法 (ばりあふりーほう)」と　略 (りゃく)します。）」とともに　安全 (あんぜん)で
使 (つか)いやすい　建物 (たてもの)を　建 (た)てるときに　守 (まも)らなければいけない基準 (きじゅん)を　作 (つく)り　
すべての人 (ひと)が　出 (で)かけやすい　まちづくり　使 (つか)いやすい　まちづくりを
進 (すす)めています。


	３　福祉 (ふくし)のまちづくりを　進 (すす)めるために　必要 (ひつよう)なこと

	

	Ａ
	さまざまな人 (ひと)への　理解 (りかい)



　社会 (しゃかい)には　さまざまな人 (ひと)が　生活 (せいかつ)しています。
　お年寄 (としよ)りや　障 (しょう)がい者 (しゃ)だけでなく　妊娠 (にんしん)している人 (ひと)や　子 (こ)どもを連 (つ)れている人 (ひと)
けがをしている人 (ひと)　外国人 (がいこくじん)など　日本語 (にほんご)がよくわからない人 (ひと)もいます。

　すべての人 (ひと)が　安心 (あんしん)して　自由 (じゆう)に出 (で)かけられるよう　困 (こま)っていることを　理解 (りかい)し
さまざまな人 (ひと)が　社会 (しゃかい)に　参加 (さんか)できるよう　まちづくりを　進 (すす)めることが　大切 (たいせつ)です。
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　次 (つぎ)のページ (ぺーじ)の図 (ず)は　さまざまな　「困 (こま)っている人 (ひと)」について　まとめたものです。

・車 (くるま)いすを使 (つか)っている人 (ひと)
・お年寄 (としよ)り
・杖 (つえ)を使 (つか)っている人 (ひと)　　など
・耳 (みみ)がまったく聞 (き)こえない人 (ひと)
・耳 (みみ)が聞 (き)こえにくい人 (ひと)
・お年寄 (としよ)り　など
・目 (め)がまったく見 (み)えない人 (ひと)
・目 (め)が見 (み)えにくい人 (ひと)
・お年寄 (としよ)り　　など
・日本語 (にほんご)がよくわからない人 (ひと)
・声 (こえ)が出 (で)にくい人 (ひと)
・知的障 (ちてきしょう)がいのある人 (ひと)　など
すべての人 (ひと)


「聞 (き)くこと」に
　困 (こま)っている人 (ひと)
「伝 (つた)えること・理解 (りかい)すること」に
　困 (こま)っている人 (ひと)
「見 (み)ること」に
　困 (こま)っている人 (ひと)
「動 (うご)くこと」に困 (こま)っている人 (ひと)


	Ｂ
	まちづくりや　建物 (たてもの)における　ユニバーサルデザイン (ゆにばーさるでざいん)



（イ）ユニバーサルデザイン (ゆにばーさるでざいん)とは
 ユニバーサルデザイン (ゆにばーさるでざいん)は　はじめから　すべての人 (ひと)が　使 (つか)いやすいよう　まちを　
デザイン (でざいん)する　考 (かんが)え方 (かた)のことです。

（ロ）ユニバーサルデザイン (ゆにばーさるでざいん)の　７つの決 (き)まりごと
　ユニバーサルデザイン (ゆにばーさるでざいん)は　アメリカ (あめりか)人 (じん)の　ロナルド (ろなるど)・メイス (めいす)さんが
唱 (とな)えたものです。
ユニバーサルデザイン (ゆにばーさるでざいん)が　正 (ただ)しく理解 (りかい)されるために　次 (つぎ)の　7つの決 (き)まりごとが
示 (しめ)されています。

　(１)　すべての人 (ひと)が　公平 (こうへい)に　使 (つか)えること
　(２)　自由 (じゆう)に　使 (つか)えること
　(３)　使 (つか)い方 (かた)が　簡単 (かんたん)で　すぐ　わかること
　(４)　必要 (ひつよう)な　情報 (じょうほう)が　すぐ　わかること
　(５)　うっかり　まちがえたり　危険 (きけん)に　つながらない　デザイン (でざいん)であること
　(６)　少 (すく)ない力 (ちから)でも　楽 (らく)に　使 (つか)えること
　(７)　近寄 (ちかよ)ったり　使 (つか)ったりしやすい　場所 (ばしょ)の　大 (おお)きさにすること


（ハ）ユニバーサルデザイン (ゆにばーさるでざいん)を　実現 (じつげん)させるために
　まちづくりや　建物 (たてもの)における　ユニバーサルデザイン (ゆにばーさるでざいん)を　実現 (じつげん)するためには
次 (つぎ)の５つのことが　必要 (ひつよう)です。

　(１)　特別 (とくべつ)なものとしない
　(２)　建物 (たてもの)を　使 (つか)う人 (ひと)の　意見 (いけん)を　聞 (き)く
　(３)　建物 (たてもの)を　使 (つか)う人 (ひと)の　困 (こま)っている内容 (ないよう)を　理解 (りかい)する
　(４)　人 (ひと)の意見 (いけん)を　よく聞 (き)いて　話 (はな)し合 (あ)う
　(５)　建物 (たてもの)が　完成 (かんせい)したあとも　より使 (つか)いやすくするために　見直 (みなお)しをする
　



（ニ）ユニバーサルデザイン (ゆにばーさるでざいん)は　建物 (たてもの)を　つくる過程 (かてい)を　大切 (たいせつ)に
　ユニバーサルデザイン (ゆにばーさるでざいん)では　建物 (たてもの)を建 (た)てるときに　建物 (たてもの)を使 (つか)う人 (ひと)や　
建物 (たてもの)を建 (た)てる人 (ひと)など　みんなで　考 (かんが)えを　出 (だ)し合 (あ)うことが
大切 (たいせつ)であるとしています。
建物 (たてもの)を使 (つか)う人 (ひと)の　意見 (いけん)や　希望 (きぼう)を　十分 (じゅうぶん)に　話 (はな)し合 (あ)い　建物 (たてもの)を建 (た)てる前 (まえ)には　
しっかりと　計画 (けいかく)しなければなりません。
　すべての人 (ひと)が　使 (つか)いやすい施設 (しせつ)とするため　建物 (たてもの)が完成 (かんせい)した後 (あと)も　よりよい
建物 (たてもの)に　するため　見直 (みなお)しをすることが　大切 (たいせつ)です。
この作業 (さぎょう)を　「スパイラルアップ (すぱいらるあっぷ)」といいます。

　　　次 (つぎ)の図 (ず)は　スパイラルアップ (すぱいらるあっぷ)の　順番 (じゅんばん)を　表 (あらわ)します。
(1)
どんな建物 (たてもの)を　建 (た)てるか
みんなで　計画 (けいかく)を立 (た)てる





(4)
建物 (たてもの)を　もっと
使 (つか)いやすくするために
見直 (みなお)しをする
(2)
つくった計画 (けいかく)を　もとに
建物 (たてもの)を　建 (た)てる








(3)
完成 (かんせい)した　建物 (たてもの)が
使 (つか)いやすいか　確 (たし)かめる









（ホ）ユニバーサルデザイン (ゆにばーさるでざいん)に　取 (と)り組 (く)んだ例 (れい)
　写真 (しゃしん)１から　写真 (しゃしん)７は　ユニバーサルデザイン (ゆにばーさるでざいん)に　取 (と)り組 (く)んだ事 (じ)例 (れい)を
紹介 (しょうかい)しています。（写真 (しゃしん)１）


[image: ]◆写真 (しゃしん)１は　ショッピングモール (しょっぴんぐもーる)の
写真 (しゃしん)です。
廊下 (ろうか)の　左側 (ひだりがわ)は　吹 (ふ)き抜 (ぬ)けに
なっています。
廊下 (ろうか)の　右側 (みぎがわ)は　お店 (みせ)が　並 (なら)んでいて　　　　　　　　
建物 (たてもの)を訪 (おとず)れる人 (ひと)が　わかりやすい
空間 (くうかん)に　なっています。

◆写真 (しゃしん)２は　トイレ (といれ)の前 (まえ)の　写真 (しゃしん)です。（写真 (しゃしん)２）

[image: ]　男性用 (だんせいよう)トイレ (といれ)　女性用 (じょせいよう)トイレ (といれ)などの
マーク (まーく)が　大 (おお)きく　壁 (かべ)から　突 (つ)き出 (だ)す
ように　描 (えが)かれており　遠 (とお)くからでも
見 (み)つけやすくなります。
子 (こ)どもや　外国人 (がいこくじん)など　日本語 (にほんご)が
よくわからない人 (ひと)も　使 (つか)うことができます。




（写真 (しゃしん)３）


[image: ]◆写真 (しゃしん)３は　トイレ (といれ)の中 (なか)の　写真 (しゃしん)です。
車 (くるま)いすを使っている人 (ひと)や　子 (こ)どもを
連 (つ)れている人 (ひと)も使 (つか)えるよう　トイレ (といれ)の
個室 (こしつ)の大 (おお)きさを　少 (すこ)し　広 (ひろ)くしています。




◆写真 (しゃしん)４は　建物 (たてもの)の　案内板 (あんないばん)の　写真 (しゃしん)です。（写真 (しゃしん)４）


[image: \\S27b\lib\福祉タウン推進Ｇ\02_福まち条例【ルール】\11_現行条例の各種資料\★福祉のまちづくり条例ガイドライン\01 ガイドライン検討経過\H29.4月第2版　検討経過\01 ガイドライン（改訂案）\171114 改訂案（審議会後修正）\図の修正\（修正）事例写真4.png]建物 (たてもの)にある　トイレ (といれ)や　エレベーター (えれべーたー)
などの場所 (ばしょ)を　表示 (ひょうじ)しています。
文字 (もじ)ではなく　マーク (まーく)で　表 (あらわ)したり　
すると　色 (いろ)の　違 (ちが)いが　分 (わ)かりにくい
人 (ひと)にも　伝 (つた)えることが　できます。


（写真 (しゃしん)５）



[image: 11_byoin_keiji]　◆写真 (しゃしん)５は　注意 (ちゅうい)を示 (しめ)す　看板 (かんばん)の　写真 (しゃしん)です。
　　背景 (はいけい)の色 (いろ)が　暗 (くら)いと　赤色 (あかいろ)が　見 (み)えにくい
場合 (ばあい)が　あります。マーク (まーく)を　白色 (しろいろ)で　
囲 (かこ)むと　見 (み)やすくなります。




[image: ]◆写真 (しゃしん)６は　駅 (えき)のホーム (ホーム)の　写真 (しゃしん)です。（写真 (しゃしん)６）

電車 (でんしゃ)が到 (とう)着 (ちゃく)する　時間 (じかん)や　行 (ゆ)き先 (さき)を
文字 (もじ)で　表示 (ひょうじ)しています。
文字 (もじ)で　表示 (ひょうじ)すると　耳 (みみ)が　不自由 (ふじゆう)な
人 (ひと)にも　伝 (つた)えることができます。



（写真 (しゃしん)７）

[image: ]◆写真 (しゃしん)７は　電車 (でんしゃ)の中 (なか)の　写真 (しゃしん)です。
     次 (つぎ)に　とまる　駅 (えき)の名前 (なまえ)や　電車 (でんしゃ)の
　　 乗 (の)り換 (か)えの　駅 (えき)を　文字 (もじ)で 
     表示 (ひょうじ)しています。
文字 (もじ)で　表示 (ひょうじ)すると　耳 (みみ)が　不自由 (ふじゆう)な
     人 (ひと)にも　伝 (つた)えることができます。
同 (おな)じ内容 (ないよう)を　音声 (おんせい)で　案内 (あんない)することで
目 (め)の不自由 (ふじゆう)な人 (ひと)にも　伝 (つた)えることが　
できます。

（ヘ）これからの取 (と)り組 (く)み
バリアフリー (ばりあふりー)化 (か)とは　すべての人 (ひと)が　使 (つか)いやすいよう　建物 (たてもの)を　整備 (せいび)することです。

バリアフリー (ばりあふりー)化 (か)の例 (れい)
　建物 (たてもの)の　前 (まえ)に　段差 (だんさ)が　あれば　車 (くるま)いすを使 (つか)っている人 (ひと)は　建物 (たてもの)に　入 (はい)ることができません。
　段差 (だんさ)を　なくすと　車 (くるま)いすを使 (つか)っている人 (ひと)も　使 (つか)えます。
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観光客 (かんこうきゃく)が　訪 (おとず)れる　建物 (たてもの)や　災害 (さいがい)が　起 (お)こったときに　避難 (ひなん)する　建物 (たてもの)などは
これから　さらに　バリアフリー (ばりあふりー)化 (か)を　進 (すす)める　必要 (ひつよう)が　あります。

◆観光客 (かんこうきゃく)が　訪 (おとず)れる　建物 (たてもの)の　バリアフリー (ばりあふりー)化 (か)について
観光客 (かんこうきゃく)が「大阪 (おおさか)に　来 (き)てよかった」　「もう一度 (いちど)　来 (き)てみたい」と　思 (おも)えるよう
バリアフリー (ばりあふりー)化 (か)を　進 (すす)めることが　大切 (たいせつ)です。



◆災害 (さいがい)が　起 (お)きたときに　備 (そな)える　バリアフリー (ばりあふりー)化 (か)
地震 (じしん)や　洪水 (こうずい)など　大 (おお)きな　災害 (さいがい)が　起 (お)こったときに　その場所 (ばしょ)に　住 (す)む人 (ひと)は
避難 (ひなん)生活 (せいかつ)を　しなければいけない　場合 (ばあい)があります。

また　お年寄 (としよ)りや　障 (しょう)がい者 (しゃ)などは　自分 (じぶん)の力 (ちから)だけで　避難 (ひなん)することが
難 (むずか)しいことがあります。
そのため　少 (すこ)しでも　避難 (ひなん)しやすく　するために　まちの　バリアフリー (ばりあふりー)化 (か)を
進 (すす)める　必要 (ひつよう)が　あります。


	Ｃ
	心 (こころ)の　バリアフリー (ばりあふりー)



　心 (こころ)の　バリアフリー (ばりあふりー)とは　困 (こま)っている人 (ひと)のことを　わかりあい　必要 (ひつよう)であれば　手助 (てだす)けなどを　することです。
　外 (そと)に　出 (で)かけるときには　次 (つぎ)の（イ）・（ロ）に　気 (き)をつけましょう。

（イ）おたがいを　わかりあい　大切 (たいせつ)にしましょう
（１）お年寄 (としよ)りや　障 (しょう)がい者 (しゃ)　妊娠 (にんしん)を　している人 (ひと)や　
けがを　している人 (ひと)など　まわりには　さまざまな人 (ひと)がいます。
おたがいの　ちがいを　わかりあい　おたがいを　大切 (たいせつ)にしましょう。
（２）あなたの　まわりで　困 (こま)っている人 (ひと)がいたら
「何 (なに)かお手伝 (てつだ)いしましょうか？」と　声 (こえ)を　かけてみてください。
あなたの　ちょっとした　手助 (てだす)けが　困 (こま)っている人 (ひと)の　役 (やく)に立 (た)ちます。



～ヘルプマーク (へるぷまーく)～
[image: \\S27b\lib\福祉タウン推進Ｇ\02_福まち条例【ルール】\11_現行条例の各種資料\★福祉のまちづくり条例ガイドライン\H29.○月第2版　検討経過\参考\helpmark.jpg]ヘルプマーク (へるぷまーく)は、　手助 (てだす)けを　必要 (ひつよう)な
　人 (ひと)たちが　まわりの人 (ひと)に　手助 (てだす)けを
　必要 (ひつよう)と　していることを　知 (し)らせる
　ための　マーク (まーく)です。
　この　マーク (まーく)を　見 (み)かけたら
　電車 (でんしゃ)の　中 (なか)で　席 (せき)を　ゆずる
　困 (こま)っていたら　声 (こえ)を　かけるなど
　手助 (てだす)けを　お願 (ねが)いします。

（ロ）みんなが　気持 (きも)ちよく　使 (つか)えるようにしましょう
（１）建物 (たてもの)に近 (ちか)いからという　理由 (りゆう)だけで　車 (くるま)いすを使 (つか)っている人用 (ひとよう)の　
駐車場 (ちゅうしゃじょう)を　使 (つか)っていませんか？
（２）車 (くるま)いすを使っている人用 (ひとよう)の　トイレ (といれ)を　必要 (ひつよう)がないのに　使 (つか)っていませんか？
（３）目 (め)の　不自由 (ふじゆう)な人 (ひと)は　誘導用 (ゆうどうよう)ブロック (ぶろっく)があれば　外 (そと)に　出 (で)かけやすくなります。
誘導用 (ゆうどうよう)ブロック (ぶろっく)の　上 (うえ)に　物 (もの)を置 (お)いたり　立 (た)ち止 (ど)まったりしていませんか？ 
誘導用 (ゆうどうよう)ブロック (ぶろっく)は　目 (め)の不自由 (ふじゆう)な人 (ひと)が　外 (そと)を歩 (ある)くときの　数少 (かずすく)ない　大切 (たいせつ)な道 (みち)しるべです。
点状 (てんじょう)ブロック (ぶろっく)
線状 (せんじょう)ブロック (ぶろっく)









	Ｄ
	障害者 (しょうがいしゃ)差別 (さべつ)解消法 (かいしょうほう)



この　法律 (ほうりつ)は　障 (しょう)がいを　理由 (りゆう)とする　差別 (さべつ)を　なくす　ことで　すべての　人 (ひと)が
暮 (く)らしやすい　共 (とも)に　生 (い)きる　社会 (しゃかい)を　つくることを　目指 (めざ)して　います。

障 (しょう)がいを　理由 (りゆう)として　正 (ただ)しい　理由 (りゆう)もなく　サービス (さーびす)を　しないことや　
障 (しょう)がいに　合 (あ)わせた　必要 (ひつよう)な　工夫 (くふう)を　しないことは　差別 (さべつ)になります。

例 (たと)えば　障 (しょう)がい者 (しゃ)が　お店 (みせ)に　入 (はい)ろうとしたときに　車 (くるま)いすに　乗 (の)っていることを　理由 (りゆう)に　断 (ことわ)っては　いけません。
目 (め)が　不自由 (ふじゆう)であると　告 (つ)げられたら　書類 (しょるい)を　読 (よ)まずに　渡 (わた)しては　いけません。


「障害者 (しょうがいしゃ)差別 (さべつ)解消法 (かいしょうほう)」に　基 (もと)づき　すべての人 (ひと)が　安心 (あんしん)して　自由 (じゆう)に
出 (で)かけられる「福祉 (ふくし)の　まちづくり」を　進 (すす)めていきます。

	４　建物 (たてもの)を　建 (た)てようとするときに　考 (かんが)えること

	

	Ａ
	建物 (たてもの)を　使 (つか)う人 (ひと)のことを　考 (かんが)える



　建物 (たてもの)を　建 (た)てようとするときは　建物 (たてもの)を　使 (つか)う人 (ひと)の数 (かず)や　建物 (たてもの)を
１ヶ月 (かげつ)や　１年 (ねん)の間 (あいだ)に　何回 (なんかい)くらい使 (つか)うかを　考 (かんが)えます。
　また　良 (よ)い　建物 (たてもの)を　建 (た)てるためには　建物 (たてもの)を　使 (つか)う人 (ひと)の　考 (かんが)えを　聞 (き)くことが
大切 (たいせつ)です。

	Ｂ
	建物 (たてもの)を　使 (つか)う人 (ひと)のことを　考 (かんが)えた　例 (れい)


（イ）車 (くるま)いすを使 (つか)っている人 (ひと)が　通 (とお)ることのできる　通路 (つうろ)の広 (ひろ)さの　例 (れい)
右 (みぎ)の絵 (え)は　車 (くるま)いすを　使 (つか)っている人 (ひと)が　出入口 (でいりぐち)を
通 (とお)るところを　上 (うえ)から　見 (み)た　絵 (え)です。

出入口 (でいりぐち)の幅 (はば)が　８０センチメートル (せんちめーとる)より　広 (ひろ)いと
車 (くるま)いすを使 (つか)っている人 (ひと)は　出入口 (でいりぐち)を　通 (とお)ることが
できます。

９０センチメートル (せんちめーとる)だと　車 (くるま)いすを
使 (つか)っている人 (ひと)は　もっと　出入口 (でいりぐち)を　楽 (らく)に
通 (とお)りやすくなります。





[image: ]80センチメートル (せんちめーとる)


















（ロ）松葉 (まつば)杖 (づえ)を使 (つか)っている人 (ひと)が　通 (とお)ることのできる　通路 (つうろ)の広 (ひろ)さの　例 (れい)
右 (みぎ)の絵 (え)は　杖 (つえ)を　使 (つか)っている人 (ひと)を　前 (まえ)から　見 (み)た
絵 (え)です。

通路 (つうろ)の幅 (はば)が　１２０センチメートル (せんちめーとる)より　広 (ひろ)いと
杖 (つえ)を　使 (つか)っている人 (ひと)は　通路 (つうろ)を　通 (とお)りやすくなります。


120センチメートル (せんちめーとる)













（ハ）白 (はく)杖 (じょう)を使 (つか)っている人 (ひと)が　通 (とお)ることのできる　通路 (つうろ)の広 (ひろ)さの　例 (れい)
右 (みぎ)の絵 (え)は　目 (め)の不自由 (ふじゆう)な人 (ひと)が　白 (はく)杖 (じょう)を
使 (つか)っているところを　前 (まえ)から　見 (み)た　絵 (え)です。

通路 (つうろ)の幅 (はば)が　１２０センチメートル (せんちめーとる)より　広 (ひろ)いと
白 (はく)杖 (じょう)を　使 (つか)っている人 (ひと)は　通路 (つうろ)を　通 (とお)りやすくなります。

白 (はく)杖 (じょう)とは　目 (め)の不自由 (ふじゆう)な人 (ひと)が　道 (みち)を　歩 (ある)くときに
道 (みち)の様子 (ようす)や　危険 (きけん)を　知 (し)るための　大切 (たいせつ)な　道具 (どうぐ)です。


120センチメートル (せんちめーとる)



















（ニ）盲導犬 (もうどうけん)と　歩 (ある)いている人 (ひと)が　通 (とお)ることのできる　通路 (つうろ)の広 (ひろ)さの　例 (れい)
右 (みぎ)の絵 (え)は　目 (め)の不自由 (ふじゆう)な人 (ひと)が　盲導犬 (もうどうけん)と
歩 (ある)いているところを　前 (まえ)から　見 (み)た絵 (え)です。

通路 (つうろ)の幅 (はば)が　９０センチメートル (せんちめーとる)より　広 (ひろ)いと
盲導犬 (もうどうけん)と　歩 (ある)いている人 (ひと)は　通路 (つうろ)を
通 (とお)りやすくなります。



90センチメートル (せんちめーとる)













（ホ）色 (いろ)の違 (ちが)いが　分 (わ)かりにくい人 (ひと)のことを　考 (かんが)えた　例 (れい)
案内板 (あんないばん)を　設 (もう)けるときに　注意 (ちゅうい)すること
・表示 (ひょうじ)は　大 (おお)きい文字 (もじ)や　絵 (え)を　使 (つか)います。
・現在地 (げんざいち)が　はっきりと　分 (わ)かるように　背景 (はいけい)を　白 (しろ)で囲 (かこ)みます。
・電光 (でんこう)掲示板 (けいじばん)の　赤 (あか)い文字 (もじ)が　見 (み)えにくい人 (ひと)が　いるので　暗 (くら)く見 (み)える
　赤色 (あかいろ)は　使 (つか)わないようにします。
















（ヘ）耳 (みみ)が不自由 (ふじゆう)な人 (ひと)のことを考 (かんが)えた　窓口 (まどぐち)の　例 (れい)
右 (みぎ)の絵 (え)は　銀行 (ぎんこう)などの　窓口 (まどぐち)の
絵 (え)です。
(1)お店 (みせ)に　来 (き)た人 (ひと)は　番号 (ばんごう)札 (ふだ)を
取 (と)ります。
(2)順番 (じゅんばん)が　来 (き)たら　窓口 (まどぐち)の　上 (うえ)に
番号 (ばんごう)が　表示 (ひょうじ)されます。
耳 (みみ)が　不自由 (ふじゆう)な人 (ひと)は　文字 (もじ)で　表示 (ひょうじ)　されるので　順番 (じゅんばん)が　わかります。

また　同 (おな)じ内容 (ないよう)を　音声 (おんせい)で　案内 (あんない)することで　目 (め)の不自由 (ふじゆう)な人 (ひと)にも
案内 (あんない)することが　できます。



(2)順番 (じゅんばん)が　来 (き)たら
番号 (ばんごう)が　表示 (ひょうじ)されます
(1)お店 (みせ)に　来 (き)た人は
番号 (ばんごう)札 (ふだ)を　取 (と)ります
















（ト）伝 (つた)えること　理解 (りかい)することに　困 (こま)っている人 (ひと)のことを　考 (かんが)えた　例 (れい)
次 (つぎ)の絵 (え)は　コミュニケーションボード (こみゅにけーしょんぼーど)の　絵 (え)です。
お店 (みせ)などには　コミュニケーションボード (こみゅにけーしょんぼーど)を　置 (お)いておきましょう。

伝 (つた)えること　理解 (りかい)することに　困 (こま)っている人 (ひと)は
コミュニケーションボード (こみゅにけーしょんぼーど)を　指差 (ゆびさ)して　自分 (じぶん)の　気持 (きも)ちや
してほしいことを　伝 (つた)えます。
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（チ）さまざまな人 (ひと)のことを　考 (かんが)えた　トイレ (といれ)の　例 (れい)
建物 (たてもの)を　建 (た)てようとするときは　建物 (たてもの)を　使 (つか)う人 (ひと)に　応 (おう)じた　工夫 (くふう)をする必要 (ひつよう)が
あります。建物 (たてもの)を　お年寄 (としよ)りが　使 (つか)うのか　子 (こ)どもが　使 (つか)うのか　体 (からだ)の
不自由 (ふじゆう)な人 (ひと)が　使 (つか)うのかで　必要 (ひつよう)な設備 (せつび)は　ちがってきます。
ここでは　工夫 (くふう)した　トイレ (といれ)の例 (れい)を　紹介 (しょうかい)します。

トイレ (といれ)の　機能 (きのう)を　分 (わ)けましょう
◆車 (くるま)いすを　使 (つか)っている人用 (ひとよう)の　トイレ (といれ)の中 (なか)に　赤 (あか)ちゃんを　座 (すわ)らせる　椅子 (いす)が　
[image: ]あると　車 (くるま)いすを　使 (つか)っている人 (ひと)と　赤 (あか)ちゃんを　連 (つ)れた　お母 (かあ)さんの　両方 (りょうほう)が　そのトイレ (といれ)を　使 (つか)うと　混 (こ)むので　使 (つか)いにくくなります。









◆車 (くるま)いすを　使 (つか)っている人用 (ひとよう)の　トイレ (といれ)と　赤 (あか)ちゃんを　座 (すわ)らせる　椅子 (いす)がある
[image: ][image: ]トイレ (といれ)を　別々 (べつべつ)に　作 (つく)ると　混 (こ)まなくなります。




	Ｃ
	建物 (たてもの)を　使 (つか)う人 (ひと)のことを　さらに　考 (かんが)える



大阪府 (おおさかふ)では　お年寄 (としよ)りや　障 (しょう)がい者 (しゃ)などが　使 (つか)う　建物 (たてもの)を　建 (た)てるときには
バリアフリー (ばりあふりー)法 (ほう)と　福祉 (ふくし)のまちづくり　条例 (じょうれい)を　守 (まも)らなければなりません。

バリアフリー (ばりあふりー)法 (ほう)や　福祉 (ふくし)のまちづくり　条例 (じょうれい)で　決 (き)まっていないことでも　
すべての人 (ひと)が　建物 (たてもの)を　自由 (じゆう)に　安心 (あんしん)して　使 (つか)えるような　工夫 (くふう)は　進 (すす)んで　
するように　しましょう。


【例 (れい)】
　建物 (たてもの)の　出入口 (でいりぐち)に　段差 (だんさ)がないと　車 (くるま)いすを　使 (つか)っている人 (ひと)でも
歩 (ある)いてきた人 (ひと)と　同 (おな)じ道 (みち)を　通 (とお)って　入 (はい)ることができます。
　建物 (たてもの)の　出入口 (でいりぐち)に　段差 (だんさ)があると、車 (くるま)いすを使 (つか)っている人 (ひと)は　スロープ (すろーぷ)を
使 (つか)わなければなりません。スロープ (すろーぷ)は　出入口 (でいりぐち)から　遠 (とお)いところにあると　
遠回 (とおまわ)りになってしまいます。


	Ｄ
	一体 (いったい)となって　バリアフリー (ばりあふりー)化 (か)を　進 (すす)めましょう



建物 (たてもの)の　中 (なか)の　段差 (だんさ)を　なくしても　建物 (たてもの)に行 (い)く　道 (みち)に　階段 (かいだん)など　段差 (だんさ)が　あれば
　車 (くるま)いすを使 (つか)っている人 (ひと)などは　その建物 (たてもの)に　行 (い)くことは　できません。

　　建物 (たてもの)の中 (なか)だけではなく　周 (まわ)りの　道 (みち)や　建物 (たてもの)と　一体 (いったい)となって　バリアフリー (ばりあふりー)化 (か)を
進 (すす)めることが　大切 (たいせつ)です。

　次 (つぎ)の図 (ず)は、周 (まわ)りの道 (みち)や　建物 (たてもの)と　一体 (いったい)となって　バリアフリー化 (ばりあふりーか)された街 (まち)を
イメージ (いめーじ)した　図 (ず)です。
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	５　建物 (たてもの)を　管理 (かんり)するときに　考 (かんが)えること

	

	Ａ
	建物 (たてもの)を　使 (つか)う人 (ひと)が　どんなことに　困 (こま)っているか



　次 (つぎ)の　図 (ず)は　４ページ (ぺーじ)の　「困 (こま)っている人 (ひと)」が　どんなことに　困 (こま)っているかを
まとめたものです。
建物 (たてもの)を使 (つか)う人 (ひと)　全体 (ぜんたい)






「動 (うご)くこと」に困 (こま)っている人 (ひと)


・移動 (いどう)が　難 (むずか)しい　人 (ひと)も　いる
・文字 (もじ)を　書 (か)くことが　難 (むずか)しい人 (ひと)も　いる




・一人 (ひとり)で　移動 (いどう)することが
　難 (むずか)しい　人 (ひと)もいる
・音声 (おんせい)を　中心 (ちゅうしん)に　情報 (じょうほう)を
　知 (し)る　人 (ひと)もいる
「見 (み)ること」に
　困 (こま)っている人 (ひと)

・話 (はな)すことが　難 (むずか)しい　人 (ひと)もいる
・難 (むずか)しい話 (はなし)は　理解 (りかい)しにくい
　人 (ひと)もいる
「伝 (つた)えること・理解 (りかい)すること」に
困 (こま)っている人 (ひと)







「聞 (き)くこと」に
　困 (こま)っている人 (ひと)



・外見 (がいけん)から　分 (わ)かりにくい
　人 (ひと)もいる
・見 (み)ることから　情報 (じょうほう)を
　知 (し)る　人 (ひと)もいる








	Ｂ
	困 (こま)っている人 (ひと)に　対 (たい)する　対応 (たいおう)について



　「困 (こま)っている人 (ひと)」に対 (たい)して　どのように　お手伝 (てつだ)いを　すれば　よいかを
まとめました。

◆「動 (うご)くこと」に　困 (こま)っている人 (ひと)に　対 (たい)して
・立 (た)って　話 (はなし)をすると　車 (くるま)いすの人 (ひと)は　見下 (みお)ろされているように　感 (かん)じます。
しゃがんで　車 (くるま)いすの人 (ひと)の　目 (め)の高 (たか)さを　合 (あ)わせます。

・車 (くるま)いすを　押 (お)すなど　お手伝 (てつだ)いをするときは　「お手伝 (てつだ)いしましょうか？」と
　声 (こえ)をかけてから　お手伝 (てつだ)いを　します。

・自分 (じぶん)で　字 (じ)を　書 (か)くことが　難 (むずか)しい人 (ひと)には　どんなことを　書 (か)いてほしいのか
確 (たし)かめて　代 (か)わりに　書 (か)きます。
名前 (なまえ)を　書 (か)く部分 (ぶぶん)の　周 (まわ)りに　枠 (わく)が　あると　名前 (なまえ)を　書 (か)きやすい　人 (ひと)もいます。

◆「見 (み)ること」に　困 (こま)っている人 (ひと)に　対 (たい)して
・目 (め)の不自由 (ふじゆう)な人 (ひと)に　こちらから　声 (こえ)をかけます。
（目 (め)の不自由 (ふじゆう)な人 (ひと)は　周 (まわ)りの　ようすが　わからないため　声 (こえ)を
　かけてもらわないと　会話 (かいわ)が　始 (はじ)められないことが　あります。）

・「こちら」「あちら」「これ」「それ」という　言葉 (ことば)は　使 (つか)わないようにします。
「30センチメートル (せんちめーとる)右 (みぎ)」など　くわしく　説明 (せつめい)します。

・後 (うし)ろから　声 (こえ)を　かける人 (ひと)が　います。　後 (うし)ろから　声 (こえ)を　かけられた人 (ひと)は　
　驚 (おどろ)きます。前 (まえ)から　声 (こえ)をかけるように　しましょう。

・大 (おお)きく　コピー (こぴー)を　した資料 (しりょう)や　パンフレット (ぱんふれっと)も　用意 (ようい)します。

・色 (いろ)の違 (ちが)いが　分 (わ)かりにくい人 (ひと)が　います。パンフレット (ぱんふれっと)などは　使 (つか)う色 (いろ)を
工夫 (くふう)します。

◆「聞 (き)くこと」に　困 (こま)っている人 (ひと)に　対 (たい)して
・コミュニケーション (こみゅにけーしょん)の　方法 (ほうほう)を　確 (たし)かめます。
手話 (しゅわ)が良 (よ)いか　紙 (かみ)に字 (じ)を　書 (か)いて　会話 (かいわ)したいか　など　希望 (きぼう)を　聞 (き)いて
対応 (たいおう)を　します。

・「聞 (き)くこと」に　困 (こま)っている人 (ひと)が　聞 (き)き取 (と)りにくいときは　確 (たし)かめます。
聞 (き)き取 (と)れないときは　聞 (き)き返 (かえ)したり　紙 (かみ)などに　書 (か)いてもらい　確 (たし)かめます。

◆「伝 (つた)えること・理解 (りかい)すること」に　困 (こま)っている人 (ひと)に　対 (たい)して
・短 (みじか)い文章 (ぶんしょう)で　「ゆっくり」「ていねいに」「くり返 (かえ)し」説明 (せつめい)します。

・具体的 (ぐたいてき)に　分 (わ)かりやすく　説明 (せつめい)をします。

・子 (こ)ども扱 (あつか)いを　しません。

・穏 (おだ)やかな　口調 (くちょう)で　声 (こえ)をかけます。


◆「その他 (た)のこと」で　困 (こま)っている人 (ひと)に　対 (たい)して
・疲 (つか)れやすい人 (ひと)に　対 (たい)しては　疲 (つか)れないような　応対 (おうたい)を　心 (こころ)がけます。

・内臓 (ないぞう)に　障 (しょう)がいなどが　ある人 (ひと)は　疲 (つか)れが　たまり　集中 (しゅうちゅう)が　できないなど
外見 (がいけん)からは　分 (わ)かりにくい　不便 (ふべん)さが　あることを　理解 (りかい)し　応対 (おうたい)します。

・たばこを　吸 (す)える所 (ところ)と　たばこを　吸 (す)えない所 (ところ)を　分 (わ)けるようにします。


	Ｃ
	事業 (じぎょう)をする人 (ひと)への　お願 (ねが)い



　事業 (じぎょう)をする人 (ひと)は　すべての人 (ひと)が　建物 (たてもの)を　自由 (じゆう)に　安心 (あんしん)して使 (つか)えるように　努力 (どりょく)を　しなければ　いけません。
　事業 (じぎょう)をする人 (ひと)は　「困 (こま)っている人 (ひと)」に　対 (たい)して　どのように　お手伝 (てつだ)いを　すれば
よいかを　学 (まな)ぶことは　すべての人 (ひと)が　自由 (じゆう)に　安心 (あんしん)して　使 (つか)える　建物 (たてもの)と　
なるために　とても　大切 (たいせつ)なことです。
　また　建物 (たてもの)の　バリアフリー化 (ばりあふりーか)が　できていない　ところが　あっても　職員 (しょくいん)が
お手伝 (てつだ)いをすることで　建物 (たてもの)を　使 (つか)えるように　なります。

◆案 (あん)内所 (ないじょ)の　職員 (しょくいん)の　対応 (たいおう)例 (れい)
・手話 (しゅわ)が　できるようにする。
・音声 (おんせい)による　案内 (あんない)だけでなく　わかりやすいハンドブック (はんどぶっく)を　配 (くば)る。
・ゆっくりと　大 (おお)きな　声 (こえ)で　話 (はな)すように　心 (こころ)がける。
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◆車 (くるま)いすを使 (つか)っている人 (ひと)が　電車 (でんしゃ)に　乗 (の)る際 (さい)の　事例 (じれい)
　駅 (えき)では　車 (くるま)いすを　使 (つか)っている人 (ひと)が　電車 (でんしゃ)に乗 (の)るときは　電車 (でんしゃ)と　ホーム (ほーむ)の　
間 (あいだ)の　すきまを　うめる板 (いた)を　用意 (ようい)し　駅員 (えきいん)が　乗 (の)り降 (お)りの　お手伝 (てつだ)いを
しています。
駅員 (えきいん)が　お手伝 (てつだ)いすることで　すばやく　乗 (の)り降 (お)りを　することが　できます。
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	Ｄ
	職員 (しょくいん)が　お手伝 (てつだ)いの　方法 (ほうほう)を　学 (まな)ぶために



　職員 (しょくいん)が　お手伝 (てつだ)いの　方法 (ほうほう)を　学 (まな)ぶ　研修 (けんしゅう)は　１回 (かい)だけで
終 (お)わりにするのではなく　何回 (なんかい)も　しましょう。
　学 (まな)ぶ　内容 (ないよう)は　建物 (たてもの)を　使 (つか)う人 (ひと)の　声 (こえ)を　聞 (き)くなどして　よいものに
していきましょう。


	Ｅ
	正 (ただ)しい施設 (しせつ)管理 (かんり)



　建物 (たてもの)を　建 (た)てた　後 (あと)も　すべての人 (ひと)が　使 (つか)いやすいように　しておかなければ　
いけません。
　建物 (たてもの)を　訪 (おとず)れた人 (ひと)が　快適 (かいてき)に　過 (す)ごせるように　しておきましょう。

◆よい　例 (れい)
・受付 (うけつけ)には　聴 (き)こえない人 (ひと)が　伝 (つた)えたいことを　紙 (かみ)に　書 (か)けるように　紙 (かみ)と
ペン (ぺん)を　準備 (じゅんび)している。

・通路 (つうろ)には　物 (もの)を　置 (お)かず　通 (とお)りやすくしている。

・品物 (しなもの)を　置 (お)く　棚 (たな)の高 (たか)さは　車 (くるま)いすを使 (つか)っている人 (ひと)も　使 (つか)える　高 (たか)さとしている。

・入口 (いりぐち)の　ドア (どあ)に　「耳 (みみ)マーク (まーく)」を貼 (は)り、「耳 (みみ)が　不自由 (ふじゆう)な　お客 (きゃく)様 (さま)と　
コミュニケーション (こみゅにけーしょん)が　できる」ことが　お店 (みせ)に　入 (はい)る前 (まえ)に　わかるように
している。

・大切 (たいせつ)な　お知 (し)らせを　声 (こえ)だけで　知 (し)らせると　耳 (みみ)の不自由 (ふじゆう)な人 (ひと)は　聴 (き)こえません。
　耳 (みみ)の不自由 (ふじゆう)な人 (ひと)のために　大切 (たいせつ)な　お知 (し)らせを　文字 (もじ)で　表示 (ひょうじ)します。


◆よくない　例 (れい)
・目 (め)の　不自由 (ふじゆう)な人 (ひと)が　使 (つか)う　誘導用 (ゆうどうよう)ブロック (ぶろっく)の　上 (うえ)に　足拭 (あしふ)きマット (まっと)などを　置 (お)く。
・車 (くるま)いすを　使 (つか)っている人 (ひと)に　対 (たい)して　車 (くるま)いすに　乗 (の)ったまま　建物 (たてもの)に入 (はい)れないと
言 (い)って　建物 (たてもの)を使 (つか)うことを断 (ことわ)る。



	Ｅ
	バリアフリー (ばりあふりー)の　情報 (じょうほう)



　建物 (たてもの)を　使 (つか)う人 (ひと)が　あらかじめ　建物 (たてもの)の　エレベーター (えれべーたー)や　車 (くるま)いすを
使 (つか)っている　人 (ひと)用 (よう)の　トイレ (といれ)などの　バリアフリー (ばりあふりー)の　情報 (じょうほう)について　
入手 (にゅうしゅ)することが　できるよう　建物 (たてもの)の　バリアフリー (ばりあふりー)の　情報 (じょうほう)を　
ホームページ (ほーむぺーじ)などで　公表 (こうひょう)していくことが　大切 (たいせつ)です。

◆公表 (こうひょう)する　内容 (ないよう)の　例 (れい)
・エレベーター (えれべーたー)が　あるか　どうか
・車 (くるま)いすを　使 (つか)っている　人 (ひと)用 (よう)の　トイレ (といれ)が　あるか　どうか
・車 (くるま)いすを　使 (つか)っている　人 (ひと)用 (よう)の　駐車場 (ちゅうしゃじょう)が　あるか　どうか



	６　バリアフリー (ばりあふりー)法 (ほう)と　福祉 (ふくし)のまちづくり　条例 (じょうれい)の　手続 (てつづ)きが　必要 (ひつよう)な　施設 (しせつ)に　ついて



　バリアフリー法 (ばりあふりーほう)では　高齢者 (こうれいしゃ)　障 (しょう)がい者 (しゃ)が　建物 (たてもの)を　自由 (じゆう)に　安心 (あんしん)して　使 (つか)えるよう
建物 (たてもの)・旅客 (りょかく)施設 (しせつ)・道路 (どうろ)・路外 (ろがい)駐車場 (ちゅうしゃじょう)・公園 (こうえん)について　整備 (せいび)することを　推進 (すいしん)しています。
　このガイドライン (がいどらいん)では　建物 (たてもの)について　解説 (かいせつ)しています。

	Ａ
	手続 (てつづ)きが　必要 (ひつよう)となる施設 (しせつ)と　手続 (てつづ)きの　内容 (ないよう)について



　バリアフリー法 (ばりあふりーほう)と　福祉 (ふくし)のまちづくり　条例 (じょうれい)は　新 (あら)たに　建物 (たてもの)を建 (た)てるときや　増築 (ぞうちく)などをするときには　建物 (たてもの)の用途 (ようと)と　規模 (きぼ)によって
(イ)定 (さだ)められた　整備 (せいび)基準 (きじゅん)を　守 (まも)らなければいけない　施設 (しせつ)
(ロ)定 (さだ)められた　整備 (せいび)基準 (きじゅん)を　守 (まも)る努力 (どりょく)が　必要 (ひつよう)な　施設 (しせつ)
のどちらかに　当 (あ)てはまる　場合 (ばあい)があります。

(イ)定 (さだ)められた整備 (せいび)基準 (きじゅん)を　守 (まも)らなければいけない　施設 (しせつ)について
　整備 (せいび)基準 (きじゅん)を　守 (まも)らなければいけない　建物 (たてもの)の　用途 (ようと)や　規模 (きぼ)は　福祉 (ふくし)のまちづくり条例 (じょうれい)　第 (だい)12条 (じょう)で　定 (さだ)められています。
　詳 (くわ)しくは　34ページ (ぺーじ)を　ご覧 (らん)ください。

(ロ)整備 (せいび)基準 (きじゅん)を　守 (まも)る努力 (どりょく)が　必要 (ひつよう)な　施設 (しせつ)について
　(イ)に　該当 (がいとう)しない　建物 (たてもの)で　多 (おお)くの人 (ひと)が　利用 (りよう)する　建物 (たてもの)は　整備 (せいび)基準 (きじゅん)を
守 (まも)る努力 (どりょく)が　必要 (ひつよう)です。
　詳 (くわ)しくは37ページ (ぺーじ)を　ご覧 (らん)ください。
	７　バリアフリー (ばりあふりー)法 (ほう)と　福祉 (ふくし)のまちづくり　条例 (じょうれい)を
　　守 (まも)らなければいけない　建物 (たてもの)の　用途 (ようと)と　規模 (きぼ)



　次 (つぎ)の　表 (ひょう)に　示 (しめ)す　用途 (ようと)と　規模 (きぼ)の　建物 (たてもの)を　建 (た)てようとするときは
バリアフリー (ばりあふりー)法 (ほう)と　福祉 (ふくし)のまちづくり　条例 (じょうれい)を　守 (まも)らなければいけません。

	用途 (ようと)
	規模 (きぼ)

	学校 (がっこう)
	すべて
（令 (れい)　第 (だい)18条 (じょう)　第 (だい)1項 (こう)　
各号 (かくごう)に　掲 (かか)げる経路 (けいろ)（階 (かい)と
階 (かい)との間 (あいだ)の　上下 (じょうげ)の　移動 (いどう)に係 (かか)る　部分 (ぶぶん)に　限 (かぎ)る。）に
ついての　同項 (どうこう)の　規定 (きてい)の
適用 (てきよう)については、床面積 (ゆかめんせき)の
合 (ごう)計 (けい)　500平方 (へいほう)メートル (めーとる)）

	病院 (びょういん)　又 (また)は　診療所 (しんりょうじょ)
	

	集会場 (しゅうかいじょう)(一 (いち)の　集会室 (しゅうかいしつ)の　床面積 (ゆかめんせき)が　200平方 (へいほう)メートル (めーとる)以上 (いじょう)のものに　限 (かぎ)る。)又 (また)は　公会堂 (こうかいどう)
	

	博物館 (はくぶつかん)、美術館 (びじゅつかん)　又 (また)は　図書館 (としょかん)
	

	保健所 (ほけんじょ)、税務 (ぜいむ)署 (しょ)　その他 (た)　不特定 (ふとくてい)　かつ　多数 (たすう)の者 (もの)が利用 (りよう)する　官公 (かんこう)署 (しょ)
	

	老人 (ろうじん)ホーム (ほーむ)、保育所 (ほいくじょ)、福祉 (ふくし)ホーム (ほーむ)　その他 (た)　これらに　類 (るい)するもの
	

	老人 (ろうじん)福祉 (ふくし)センター (せんたー)、児童 (じどう)厚生 (こうせい)施設 (しせつ)、身体 (しんたい)障害者 (しょうがいしゃ)福祉 (ふくし)
センター (せんたー)　その他 (た)　これらに　類 (るい)するもの
	

	公衆 (こうしゅう)便所 (べんじょ)
	

	車両 (しゃりょう)の　停 (てい)車場 (しゃじょう)　又 (また)は　船舶 (せんぱく)　若 (も)しくは　航空機 (こうくうき)の発着場 (はっちゃくじょう)を　構成 (こうせい)する　建築物 (けんちくぶつ)で　旅客 (りょかく)の乗降 (じょうこう)　又 (また)は待合 (まちあ)いの用 (よう)に供 (きょう)するもの
	

	百貨店 (ひゃっかてん)、マーケット (まーけっと)　その他 (た)の　物品 (ぶっぴん)販売業 (はんばいぎょう)を　営 (いとな)む店舗 (てんぽ)
	床面積 (ゆかめんせき)の　合 (ごう)計 (けい)
200平方 (へいほう)メートル (めーとる)以上 (いじょう)
（令 (れい)　第 (だい)18条 (じょう)　第 (だい)1項 (こう)　
各号 (かくごう)に　掲 (かか)げる経路 (けいろ)（階 (かい)と
階 (かい)との間 (あいだ)の　上下 (じょうげ)の　移動 (いどう)に係 (かか)る　部分 (ぶぶん)に　限 (かぎ)る。）に
ついての　同項 (どうこう)の　規定 (きてい)の
適用 (てきよう)については、床面積 (ゆかめんせき)の
合 (ごう)計 (けい)　500平方 (へいほう)メートル (めーとる)）

	飲食店 (いんしょくてん)
	

	理髪店 (りはつてん)、クリーニング (くりーにんぐ)取次店 (とりつぎてん)、質屋 (しちや)、貸 (かし)衣装屋 (いしょうや)、銀行 (ぎんこう)
その他 (た)　これらに　類 (るい)する　サービス (さーびす)業 (ぎょう)を　営 (いとな)む店舗 (てんぽ)
	

	自動車 (じどうしゃ)修理 (しゅうり)工場 (こうじょう)（不特定 (ふとくてい)　かつ　多数 (たすう)のものが
利用 (りよう)するものに　限 (かぎ)る。）
	





	用途 (ようと)
	規模 (きぼ)

	劇場 (げきじょう)、観覧場 (かんらんじょう)、映画館 (えいがかん)　又 (また)は　演芸場 (えんげいじょう)
	床面積 (ゆかめんせき)の　合計 (ごうけい)
500平方 (へいほう)メートル (めーとる)以上 (いじょう)

	展示場 (てんじじょう)
	

	自動車 (じどうしゃ)の　停留 (ていりゅう)　又 (また)は　駐車 (ちゅうしゃ)の　ための　施設 (しせつ)
(一般 (いっぱん)公共 (こうきょう)の　用 (よう)に　供 (きょう)される　ものに　限 (かぎ)る。)
	

	ホテル (ほてる)　又 (また)は　旅館 (りょかん)
	床面積 (ゆかめんせき)の　合計 (ごうけい)
1,000平方 (へいほう)メートル (めーとる)以上 (いじょう)

	体育館 (たいいくかん)、水泳場 (すいえいじょう)、ボーリング (ぼーりんぐ)場 (じょう)　その他 (た)　これらに
類 (るい)する　運動 (うんどう)施設 (しせつ)　又 (また)は　遊技場 (ゆうぎじょう)
	

	公衆 (こうしゅう)浴場 (よくじょう)
	

	自動車 (じどうしゃ)教習所 (きょうしゅうしょ)　又 (また)は　学習 (がくしゅう)塾 (じゅく)、華道 (かどう)教室 (きょうしつ)、
囲碁 (いご)教室 (きょうしつ)　その他 (た)　これらに　類 (るい)するもの
	

	共同 (きょうどう)住宅 (じゅうたく)（※）
	床面積 (ゆかめんせき)の　合計 (ごうけい)
2,000平方 (へいほう)メートル (めーとる)以上 (いじょう)
又 (また)は　住 (じゅう)戸 (こ)の数 (かず)　20以上 (いじょう)

	寄宿舎 (きしゅくしゃ)
	床面積 (ゆかめんせき)の　合計 (ごうけい)
2,000平方 (へいほう)メートル (めーとる)以上 (いじょう)
又 (また)は　住 (じゅう)戸 (こ)の数 (かず)　50以上 (いじょう)


注意 (ちゅうい)
この表 (ひょう)に　掲 (かか)げる　特別 (とくべつ)特定 (とくてい)建築物 (けんちくぶつ)には　仮設 (かせつ)建築物 (けんちくぶつ)を　含 (ふく)まない。
「公共用 (こうきょうよう)歩廊 (ほろう)」は　特別 (とくべつ)特定 (とくてい)建築物 (けんちくぶつ)のため　2,000平方 (へいほう)メートル (めーとる)以上 (いじょう)で　基準 (きじゅん)を　
守 (まも)らなければ　ならない。

※2,000平方 (へいほう)メートル (めーとる)未満 (みまん)　かつ　住 (じゅう)戸 (こ)の　数 (かず)　20戸 (こ)から49戸 (こ)に　おいては
地 (ち)上階 (じょうかい)に　ある　出入口 (でいりぐち)（地 (ち)上階 (じょうかい)に　住 (じゅう)戸 (こ)がなく　当該 (とうがい)　建築物 (けんちくぶつ)に　エレベーター (えれべーたー)が
設置 (せっち)されている　場合 (ばあい)は　地 (ち)上階 (じょうかい)に　ある　当該 (とうがい)　エレベーター (えれべーたー)の　出入口 (でいりぐち)）までの
バリアフリー化 (ばりあふりーか)のみ　求 (もと)める。

	８　バリアフリー (ばりあふりー)法 (ほう)と　福祉 (ふくし)のまちづくり　条例 (じょうれい)　を守 (まも)る　努力 (どりょく)が
必要 (ひつよう)な建物 (たてもの)の　用途 (ようと)と　規模 (きぼ)



　次 (つぎ)の　表 (ひょう)に　示 (しめ)す　用途 (ようと)と　規模 (きぼ)の　建物 (たてもの)を　建 (た)てようとするときは
バリアフリー (ばりあふりー)法 (ほう)と　福祉 (ふくし)のまちづくり　条例 (じょうれい)を　守 (まも)るよう　努力 (どりょく)しなければなりません。

	用途 (ようと)
	規模 (きぼ)

	集会場 (しゅうかいじょう)（床面積 (ゆかめんせき)が　200平方 (へいほう)メートル (めーとる)以上 (いじょう)の
集会室 (しゅうかいしつ)が　あるものを除 (のぞ)く）
	すべて

	事務所 (じむしょ)
	

	卸売市場 (おろしうりしじょう)
	

	下宿 (げしゅく)
	

	キャバレー (きゃばれー)、料理店 (りょうりてん)、ナイトクラブ (ないとくらぶ)、ダンスホール (だんすほーる)　その他 (た)これらに　類 (るい)するもの
	

	工場 (こうじょう)（自動車 (じどうしゃ)修理 (しゅうり)工場 (こうじょう)を　除 (のぞ)く）
	

	百貨店 (ひゃっかてん)、マーケット (まーけっと)、その他 (た)の　物品 (ぶっぴん)販売業 (はんばいぎょう)を　営 (いとな)む　店舗 (てんぽ)
	床面積 (ゆかめんせき)の　合計 (ごうけい)
200平方 (へいほう)メートル (めーとる)未満 (みまん)

	飲食店 (いんしょくてん)
	

	理髪店 (りはつてん)、クリーニング (くりーにんぐ)取次店 (とりつぎてん)、質屋 (しちや)、貸 (かし)衣装屋 (いしょうや)、銀行 (ぎんこう)
その他 (た)　これらに　類 (るい)する　サービス (さーびす)業 (ぎょう)を　営 (いとな)む　店舗 (てんぽ)
	

	自動車 (じどうしゃ)修理 (しゅうり)工場 (こうじょう)（不特定 (ふとくてい)　かつ　多数 (たすう)の者 (もの)が　利用 (りよう)する
ものに　限 (かぎ)る）
	




	用途
	規模

	劇場 (げきじょう)、観覧場 (かんらんじょう)、映画館 (えいがかん)　又 (また)は　演芸場 (えんげいじょう)
	床面積 (ゆかめんせき)の　合計 (ごうけい)
500平方 (へいほう)メートル (めーとる)未満 (みまん)

	展示場 (てんじじょう)
	

	自動車 (じどうしゃ)の　停留場 (ていりゅうじょう)　又 (また)は　駐 (ちゅう)車 (しゃ)のための施設 (しせつ)
（一般 (いっぱん)公共 (こうきょう)の用 (よう)に　供 (きょう)されるものに　限 (かぎ)る。）
	

	ホテル　又 (また)は　旅館 (りょかん)
	床面積 (ゆかめんせき)の　合計 (ごうけい)
1,000平方 (へいほう)メートル (めーとる)未満 (みまん)

	体育館 (たいいくかん)、水泳場 (すいえいじょう)、ボーリング (ぼーりんぐ)場 (じょう)　その他 (た)　これらに
類 (るい)する　運動 (うんどう)施設 (しせつ)　又 (また)は　遊技場 (ゆうぎじょう)
	

	公衆 (こうしゅう)浴場 (よくじょう)
	

	自動車 (じどうしゃ)教習所 (きょうしゅうしょ)　又 (また)は　学習 (がくしゅう)塾 (じゅく)、華道 (かどう)教室 (きょうしつ)、囲碁 (いご)教室 (きょうしつ)
その他 (た)　これらに　類 (るい)するもの
	

	共同 (きょうどう)住宅 (じゅうたく)
	床面積 (ゆかめんせき)の　合 (ごう)計 (けい)
2,000平方 (へいほう)メートル (めーとる)未満 (みまん)
かつ　住 (じゅう)戸 (こ)の数 (かず)　20未満 (みまん)

	寄宿舎 (きしゅくしゃ)
	床面積 (ゆかめんせき)の　合 (ごう)計 (けい)
2,000 (にせん)平方 (へいほう)メートル (めーとる)未満 (みまん)
かつ　住 (じゅう)戸 (こ)の数 (かず)　50未満 (みまん)

	公共用 (こうきょうよう)歩廊 (ほろう)
	床面積 (ゆかめんせき)の　合 (ごう)計 (けい)
2,000平方 (へいほう)メートル (めーとる)未満 (みまん)



	９　事前 (じぜん)協議 (きょうぎ)が　必要 (ひつよう)な　建物 (たてもの)の　用途 (ようと)と　規模 (きぼ)



　次 (つぎ)の　表 (ひょう)に　示 (しめ)す　用途 (ようと)と　規模 (きぼ)の　建物 (たてもの)を　建 (た)てようとするときは　建物 (たてもの)を
建 (た)てる前 (まえ)に　大阪府 (おおさかふ)や　市町村 (しちょうそん)と　話 (はな)し合 (あ)いをする　必要 (ひつよう)が　あります。
　この話 (はな)し合 (あ)いを　事前 (じぜん)協議 (きょうぎ)と　いいます。
　すべての人 (ひと)が　円滑 (えんかつ)に　建物 (たてもの)を　利用 (りよう)できるよう　ご協力 (きょうりょく)を　お願 (ねが)いします。

	規模 (きぼ)
	用途 (ようと)
	協議先 (きょうぎさき)

	集会場 (しゅうかいじょう)（床面積 (ゆかめんせき)が　200平方 (へいほう)メートル (めーとる)以上 (いじょう)の
集会室 (しゅうかいしつ)が　あるものを　除 (のぞ)く）
	すべて
	市町村 (しちょうそん)

	火葬場 (かそうば)
	
	

	コンビニエンスストア (こんびにえんすすとあ)（※１）
	床面積 (ゆかめんせき)の合計 (ごうけい)
100～200平方 (へいほう)メートル (めーとる)
	

	事務所 (じむしょ)
	床面積 (ゆかめんせき)の合計 (ごうけい)
500平方 (へいほう)メートル (めーとる)以上 (いじょう)
	

	ダンスホール (だんすほーる)
	床面積 (ゆかめんせき)の合計 (ごうけい)
1,000平方 (へいほう)メートル (めーとる)
以上 (いじょう)
	

	理髪店 (りはつてん)、クリーニング (くりーにんぐ)取次店 (とりつぎてん)、質屋 (しちや)、貸 (かし)衣装屋 (いしょうや)、
銀行 (ぎんこう)　その他 (た)　これらに　類 (るい)する　サービス (さーびす)業 (ぎょう)を
営 (いとな)む　店舗 (てんぽ)
	床面積 (ゆかめんせき)の合計 (ごうけい)
50～200平方 (へいほう)メートル (めーとる)
	

	工場 (こうじょう)（自動車 (じどうしゃ)修理 (しゅうり)工場 (こうじょう)を　除 (のぞ)く）
	床面積 (ゆかめんせき)の合計 (ごうけい)
3,000平方 (へいほう)メートル (めーとる)
以上 (いじょう)
	

	神社 (じんじゃ)、寺院 (じいん)、教会 (きょうかい)　その他 (た)　これらに
類 (るい)するもの
	床面積 (ゆかめんせき)の合計 (ごうけい)
300平方 (へいほう)メートル (めーとる)
以上 (いじょう)
	





	用途 (ようと)
	規模 (きぼ)
	協議先 (きょうぎさき)

	消防法 (しょうぼうほう)第 (だい)８条 (じょう)の２　第 (だい)１項 (こう)に　規定 (きてい)する
地下街 (ちかがい)
	すべて
	大阪府 (おおさかふ)

	道路法 (どうろほう)　第 (だい)２条 (じょう)　第 (だい)１項 (こう)に　規定 (きてい)する　道路 (どうろ)
（※２・※５）
	
	

	都市 (とし)計画法 (けいかくほう)　第 (だい)４条 (じょう)　第 (だい)12項 (こう)に　規定 (きてい)する
開発 (かいはつ)行為 (こうい)により　設置 (せっち)される　公園 (こうえん)（※３）
	
	

	遊園地 (ゆうえんち)、動物 (どうぶつ)園 (えん)　又 (また)は　植物 (しょくぶつ)園 (えん)（※４）
	
	

	港湾法 (こうわんほう)　第 (だい)２条 (じょう)　第 (だい)５項 (ご)　第 (だい)９号 (ごう)の３に
規定 (きてい)する　港湾 (こうわん)環境 (かんきょう)整備 (せいび)施設 (しせつ)である　緑地 (りょくち)
	
	

	海岸法 (かいがんほう)　第 (だい)２条 (じょう)　第 (だい)１項 (こう)に　規定 (きてい)する
海岸 (かいがん)保全 (ほぜん)施設 (しせつ)のうち、護岸 (ごがん)、砂浜 (すなはま)　その他 (た)
公衆 (こうしゅう)の　利用 (りよう)のため　整備 (せいび)されるもの
	
	



　（※）１　主 (しゅ)として　飲食料品 (いんしょくりょうひん)　その他 (た)　最寄 (もよ)り品 (ひん)の　販売業 (はんばいぎょう)を　営 (いとな)む店舗 (てんぽ)のうち床面積 (ゆかめんせき)の合計 (ごうけい)が　30平方 (へいほう)メートル (めーとる)以上 (いじょう)　250平方 (へいほう)メートル (めーとる)未満 (みまん)で
一日 (いちにち)当 (あ)たりの　営業 (えいぎょう)時間 (じかん)が　14時間 (じかん)以上 (いじょう)のものをいう。
　　　　２　専 (もっぱ)ら　自動車 (じどうしゃ)の　交通 (こうつう)の　用 (よう)に　供 (きょう)するもの　法 (ほう)第 (だい)２条 (じょう)　第九号 (だいきゅうごう)に　
規定 (きてい)する　特定 (とくてい)道路 (どうろ)　及 (およ)び　都市計 (としけい)画法 (かくほう)　第 (だい)32条 (じょう)　第 (だい)1項 (こう)　又 (また)は　第 (だい)2項 (こう)の　規定 (きてい)による　協議 (きょうぎ)において　高齢者 (こうれいしゃ)　障害者 (しょうがいしゃ)等 (とう)が　安全 (あんぜん)　かつ
容易 (ようい)に　利用 (りよう)できるかどうかの　確認 (かくにん)が　行 (おこな)われるものと　知事 (ちじ)が
認 (みと)めるものを　除 (のぞ)く。
　　　　３　都 (と)市 (し)計 (けい)画 (かく)法 (ほう)　第 (だい)33条 (じょう)　第 (だい)１項 (こう)　第二号 (だいにごう)に　掲 (かか)げる　基準 (きじゅん)に　従 (したが)って
設置 (せっち)されるものに限 (かぎ)り　同法 (どうほう)　第 (だい)32条 (じょう)　第 (だい)1項 (こう)　又 (また)は　第 (だい)2項 (こう)の
規定 (きてい)による　協議 (きょうぎ)において　高齢者 (こうれいしゃ)　障害者 (しょうがいしゃ)等 (とう)が　安全 (あんぜん)かつ　容易 (ようい)に
利用 (りよう)できるかどうかの　確認 (かくにん)が　行 (おこな)われるものと　知事 (ちじ)が　認 (みと)めるものを
除 (のぞ)く。
　　　　４　都市 (とし)公園法 (こうえんほう)　第 (だい)2条 (じょう)　第 (だい)1項 (こう)に　規定 (きてい)する　都市 (とし)公園 (こうえん)に　設 (もう)けられる
公園 (こうえん)施設 (しせつ)であるものを　除 (のぞ)く。
　　　　５　次 (つぎ)の市町 (しちょう)は　「歩道 (ほどう)」に関 (かん)する　事前 (じぜん)協議 (きょうぎ)を　省略 (しょうりゃく)する。
　　　　　　大阪市 (おおさかし)・堺市 (さかいし)・豊中市 (とよなかし)・高槻市 (たかつきし)・吹田市 (すいたし)・摂津市 (せっつし)・枚方市 (ひらかたし)・寝屋川市 (ねやがわし)・
守口市 (もりぐちし)・門真市 (かどまし)・東大阪市 (ひがしおおさかし)・八尾市 (やおし)
　　　　　　柏原市 (かしわらし)・松原市 (まつばらし)・羽曳野市 (はびきのし)・藤井寺市 (ふじいでらし)・富田林市 (とんだばやしし)・和泉市 (いずみし)・高石市 (たかいしし)・貝塚市 (かいづかし)・泉佐野市 (いずみさのし)・泉南市 (せんなんし)・阪南市 (はんなんし)
　　　　　　能勢町 (のせちょう)・豊能町 (とよのちょう)・熊取町 (くまとりちょう)・田尻町 (たじりちょう)・岬町 (みさきちょう)


	１０　建築物 (けんちくぶつ)　移動 (いどう)等 (とう)　円滑化 (えんかつか)　基準 (きじゅん)



	Ａ
	建築物 (けんちくぶつ)　移動 (いどう)等 (とう)　円滑化 (えんかつか)　基準 (きじゅん)が　適用 (てきよう)される　範囲 (はんい)



　不特定 (ふとくてい)　かつ　多数 (たすう)の人 (ひと)が　利用 (りよう)し　又 (また)は　主 (しゅ)として　高齢者 (こうれいしゃ)　障 (しょう)がい者 (しゃ)等 (とう)が
利用 (りよう)する　部分 (ぶぶん)は　整備 (せいび)しなければ　なりません。
　ただし　多数 (たすう)の人 (ひと)が　利用 (りよう)する　建物 (たてもの)においては　多数 (たすう)の人 (ひと)が　利用 (りよう)する　部分 (ぶぶん)を　整備 (せいび)してください。

	Ｂ
	建築物 (けんちくぶつ)　移動 (いどう)等 (とう)　円滑化 (えんかつか)　基準 (きじゅん)の　種類 (しゅるい)



　建築物 (けんちくぶつ)　移動 (いどう)等 (とう)　円滑化 (えんかつか)　基準 (きじゅん)には　次 (つぎ)の　３種類 (しゅるい)が　あります。

（イ）一般 (いっぱん)基準 (きじゅん)
　　適用 (てきよう)される　範囲 (はんい)にある　全 (すべ)ての施設 (しせつ)（出入口 (でいりぐち)・廊下 (ろうか)・階段 (かいだん)・エレベーター (えれべーたー)・便所 (べんじょ)・敷地内 (しきちない)の通路 (つうろ)・駐車場 (ちゅうしゃじょう)等 (とう)）が　対象 (たいしょう)となります。

（ロ）移動 (いどう)等 (とう)　円滑化 (えんかつか)　経路 (けいろ)
　　高齢者 (こうれいしゃ)　障 (しょう)がい者 (しゃ)等 (とう)が　自由 (じゆう)に　安心 (あんしん)して　利用 (りよう)できる経路 (けいろ)を　言 (い)います。
　次 (つぎ)の（１）から　（３）の　経路 (けいろ)のうち　それぞれ一 (いち)以上 (いじょう)を　移動 (いどう)等 (とう)　円滑化 (えんかつか)
経路 (けいろ)に　しなければ　なりません。
（１）　道 (みち)等 (とう)から　利用 (りよう)居室 (きょしつ)
（２）　車 (くるま)いす使用者 (しようしゃ)用 (よう)便房 (べんぼう)から　利用 (りよう)居室 (きょしつ)
（３）　車 (くるま)いす使用者用 (しようしゃよう)駐車 (ちゅうしゃ)施設 (しせつ)から　利用 (りよう)居室 (きょしつ)

（ハ）視覚 (しかく)障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)　移動 (いどう)等 (とう)　円滑化 (えんかつか)　経路 (けいろ)
不特定 (ふとくてい)　かつ　多数 (たすう)の人 (ひと)が　利用 (りよう)し　又 (また)は　主 (しゅ)として　視覚障 (しかくしょう)がい者 (しゃ)が　利用 (りよう)する
経路 (けいろ)のことを　言 (い)います。
次 (つぎ)の　（１）と（２）の　経路 (けいろ)のうち　少 (すく)なくとも　一 (ひと)つは　視覚 (しかく)障害者 (しょうがいしゃ)
移動 (いどう)等 (とう)　円滑化 (えんかつか)　経路 (けいろ)にしなければなりません。
　　　（１）道 (みち)等 (とう)から　案内 (あんない)設備 (せつび)まで
　　　（２）道 (みち)等 (とう)から　案 (あん)内所 (ないじょ)まで





◆図 (ず)６　移動 (いどう)等 (とう)　円滑化 (えんかつか)　経路 (けいろ)の　イメージ (いめーじ)


利用 (りよう)居室 (きょしつ)
エレベーター (えれべーたー)
車 (くるま)いす使用者用 (しようしゃよう)
駐車 (ちゅうしゃ)施設 (しせつ)
案内 (あんない)設備 (せつび)
出入口 (でいりぐち)
車 (くるま)いす使用者 (しようしゃ)用便房 (ようべんぼう)
敷地内 (しきちない)の通路 (つうろ)
道 (みち)等 (とう)
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②






①


③


移動 (いどう)等 (とう)　円滑化 (えんかつか)　経路 (けいろ)（政令 (せいれい)　第 (だい)18条 (じょう)）
　（１）　　　　　　　道 (みち)等 (とう)から　利用 (りよう)居室 (きょしつ)
　（２）　　　　　　　車 (くるま)いす使用者 (しようしゃ)用 (よう)便房 (べんぼう)から　利用 (りよう)居室 (きょしつ)
　（３）　　　　　　　車 (くるま)いす使用者 (しようしゃ)用 (よう)駐車 (ちゅうしゃ)施設 (しせつ)から　利用 (りよう)居室 (きょしつ)




◆図 (ず)７　視覚 (しかく)障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)　移動 (いどう)等 (とう)　円滑化 (えんかつか)　経路 (けいろ)の　イメージ (いめーじ)


視覚 (しかく)障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)　移動 (いどう)等 (とう)　円滑化 (えんかつか)　経路 (けいろ)（政令 (せいれい)　第 (だい)21条 (じょう)・条例 (じょうれい)　第 (だい)24条 (じょう)）
道 (みち)等 (とう)から　案内 (あんない)設備 (せつび)
利用 (りよう)居室 (きょしつ)
車 (くるま)いす使用者用 (しようしゃよう)
駐車 (ちゅうしゃ)施設 (しせつ)
案内 (あんない)設備 (せつび)
出入口 (でいりぐち)
敷地内 (しきちない)の通路 (つうろ)
車 (くるま)いす使用者 (しようしゃ)用便房 (ようべんぼう)
道 (みち)等 (とう)


	参考 (さんこう)にした資料 (しりょう)

	



・わかりやすい情報 (じょうほう)提供 (ていきょう)のガイドライン　発行 (はっこう)：全国 (ぜんこく)手 (て)をつなぐ育成 (いくせい)会 (かい)連合 (れんごう)会 (かい)

・高齢者 (こうれいしゃ)、障害者 (しょうがいしゃ)等 (とう)の円滑 (えんかつ)な移動 (いどう)等 (とう)に配慮 (はいりょ)した建築 (けんちく)設計 (せっけい)標準 (ひょうじゅん)　平成 (へいせい)28年度 (ねんど)
　（一部 (いちぶ)　書 (か)き加 (くわ)えています）
　　編集 (へんしゅう)：国土 (こくど)交通省 (こうつうしょう)　　発行 (はっこう)：人 (ひと)にやさしい建築 (けんちく)・住宅 (じゅうたく)推進協 (すいしんきょう)議会 (ぎかい)

・３ページ (ぺーじ)、１５ページ (ぺーじ)　図 (ず)
　内閣府 (ないかくふ)　公共 (こうきょう)　サービス (さーびす)窓口 (まどぐち)における　配慮 (はいりょ)マニュアル (まにゅある)
　（一部 (いちぶ)　書 (か)き加 (くわ)えています）

・４ページ (ぺーじ)、２５ページ (ぺーじ)　図 (ず)
国 (くに)公共 (こうきょう)交通 (こうつう)ガイドライン (がいどらいん)（一部 (いちぶ)　書 (か)き加 (くわ)えています）

・１０ページ (ぺーじ)　写真 (しゃしん)６　阪急 (はんきゅう)電気 (でんき)鉄道 (てつどう)株式 (かぶしき)会社 (がいしゃ)

・１０ページ (ぺーじ)　写真 (しゃしん)７　西日本 (にしにほん)旅客 (りょかく)鉄道 (てつどう)株式 (かぶしき)会社 (がいしゃ)

・２１ページ (ぺーじ)　コミュニケーションボード (こみゅにけーしょんぼーど)　セイフティーネットプロジェクト (せいふてぃーねっとぷろじぇくと)横浜 (よこはま)

・３０ページ (ペーじ)　写真 (しゃしん)　京阪 (けいはん)電気 (でんき)鉄道 (てつどう)株式 (かぶしき)会社 (がいしゃ)
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